
西田 次郎 病院長

市川総合病院の医療機関向け広報誌は2015年、生まれかわります。
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点病院」として、手術、放射線治療及び化学療法

を組み合わせた集学的治療及び緩和ケアを提供

する体制を有するとともに、各学会の診療ガイド

ラインに準ずる標準的治療を、がん患者さんの状

態に応じた適切な治療を提供しております。

また、口腔・歯科領域においては、日本で唯

一総合病院を持つ歯科大学であるという特徴を

活かし、口腔がんなど患者さんに対して、診断・

治療の水準の向上をはかり、歯科と医科との連

携をスムーズにとりながら、より安全に医療を提

供しております。このほかにも、高度専門領域や

特色のある診療を行っております。

地域の医師、歯科医師、住民の皆様に、当院

の持つ医療資源を最大限活用していただけるよう

に、また、市川市における医療の将来を共に創る

地域中核医療機関として、市川総合病院（いっそ

う）は日々努力を重ねて参ります。よりいっそう

地域の皆様と心の通う連携ができますように、職

員一同取り組んで参りますので、今後とも引き続

きご協力、ご支援のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

「愛と科学で済生を」

日頃から、当院の病院運営に多大なるご理解

とご協力をいただいている皆様に改めて御礼を申

し上げます。

東京歯科大学市川総合病院では「愛と科学で済

生を」を行動指針として、患者さんに対し、安全

で質の高い医療を受けていただくための努力を

行ってまいりました。当院は、終戦直後の昭和

21年に14床の歯科病院として産声を上げて以

来、医育機関に求められる診療・教育・研究活

動を3本柱として社会に貢献し、現在では、診療

科24、専門センター 8を有する病床数570の総

合病院にまで成長して参りました。日本病院機能

評価機構の認定はもとより、地域がん診療連携

拠点病院、災害拠点病院、臨床研修病院などの

指定を受け、地域社会から求められる総合病院

としての使命を果たすべく日々努力しております。

地域完結型医療の拠点に

少子高齢化の進展により我が国の医療需要は

急速に増大変化することが見込まれております。

国は、高齢社会に対応できる社会保障制度の確

立を図るため、医療法等の改正を行い、日本の

医療を「地域完結型」の方向に変えるため、病床

の機能分化を進め、早期の家庭復帰・社会復帰

を実現するとともに、リハビリ機能や、在宅医療・

在宅介護を充実させることを目指しています。今

後、千葉県では地域医療ビジョンが新たに策定さ

れ、医療提供体制の改革が進められることが予想

され、当院の属する東葛南部地域においても、

医療機関の機能分化・連携により効率的な医療

提供体制の構築が求められていくと思います。

当院は、千葉県における「地域がん診療連携拠

医
療
機
関
向
け
広
報
誌「
issou
」

  

創
刊
に
よ
せ
て

創刊準備号



「紹介状（診療情報提供書）」、「初診事前予約申込書」は、当院ホームページからもダウンロードし、ご利用いただけます。
貴院所定の診療情報提供書をご使用頂いても結構です。

医療機関の先生方へ
当院と地域の病院・診療所の先生方との間で、患者さまのご紹介などを円滑に行えるように、「地域連携・医療福祉室」を設置しています。

 ご不明な点がございましたら、下記へお尋ね下さい。

地域連携・医療福祉室 TEL 047-322-0151（内線2214） FAX 047-324-8539（直通）
開室時間 月曜日～金曜日：午前9時～午後5時 土曜日：午前9時～午後1時（第2土曜日は休診日）

市川病院開設の想いは、歯科隣接医学との共同研究の発展を期待すると
ともに、医科・歯科連携による地域医療への貢献を目指したものでした。

開設から69年。当時の想いは、現在の医療界でスタンダードになりつつ
あります。

これからも市川総合病院は、医科・歯科連携の実践とともに地域医療連
携を主眼におき、みなさまとともに歩んで参ります。

市川総合病院のあゆみ
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東京歯科大学（旧制）の設置認可が下り、我が国初の歯科大学となる。
東京歯科大学市川病院も開院（市川市菅野６丁目：当時）、
東京歯科大学の付属病院としても最初の病院となる。

内科、外科が開設され、３科を持つ病院となる
（２病棟、30床。歯科大学病院として他科を有したのは我が国初）。

病院拡充工事が行われ、110床を有する病院となる。

千葉県指定がん相談所、未熟児養育医療担当機関となる。

本館竣工式が行われる。243床に増床。

総合病院の名称使用が認められる。千葉県で７番目の総合病院とな

体外受精センター開設、翌年体外受精に成功、翌々年には男児誕生（我が国初）。

東京歯科大学市川病院を東京歯科大学市川総合病院と改称。

体外受精センターで凍結受精卵移植の成功、双子の女児誕生（我が国初）。

現在の場所（市川市菅野５）に新病院開設。外来16科、470床となる。

アイバンク、角膜移植機能を備えた市川総合病院角膜センター開設（我が国初）。

市川総合病院リプロダクションセンター開設。

外来20診療科、570床に増床。

平成18年
（2006）

平成26年
（2014）

市川総合病院口腔がんセンター開設。

外来24診療科、８つの専門センターを有する
市川市最大級の総合病院に発展。現在に至る。

新しく誕生する「 」ぜひご期待ください！
2015.4上旬、Vol.1刊行予定

る。

（我が国初）

初）。

東京歯科大学創立者 血脇守之助（右）と野口英世
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